
村田 けい子です

みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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11・23農ん喜村収穫祭 今年も盛大に、あふれんばかりの駐車場

天候不順や相次ぐ大型台風にもめげず、フジリンゴの収穫期を迎え、
農ん喜村にもリンゴの箱が山積。次々とお客さんが来ては買い求めて
いました。味はいつも通りのおいしさ。軽井沢から来たお客さんが、「あ
ちこちのリンゴを食べ歩いていますが、立科のリンゴが一番おいしいの
で、よく買いに来るんですよ」と語ってくれました。
静岡のお茶屋さんや乾物屋さんも出店し、地元の農産物も山盛り。
車の止める場所を探すのが一苦労。押すな押すなの繁盛ぶり。

手作りパンや喫茶コーナーの新設など、
次々と手を打って今日の繁盛ぶりを築いてこ
られた村長さん始め関係者のみなさんのご努
力に拍手を送ります。
道の駅「女神の里」ができたことで知名度も上
がり来客数・売上も前年の2倍に。
この日はイワナの塩焼きと立科の名物も登場
し「のんき亭」も満席！大勢のお客さんでにぎ
わっていました。ここから見る浅間連山も絶景。
『立科町はいろいろやっていていいね』と他所
の方に評価してもらいました。
「住民の方が知恵と力を出し合って町の魅
力を作っているんです。」とお答えしたところで
す。多くの方に立科の良さを感じてもらえれば
と願っています。

絶品！イワナの塩焼き関係者のみなさん、お疲れ様でした。
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11月24日の小春日和の日曜日、西塩沢では収穫祭が行われました。まずは、地元で収穫し
たキビやお米を使い餅つき。からみ餅、黄な粉、あんこなど色とりどりのお餅、サツマイモ・ポテ
トの素揚げ、豚汁、ポン菓子など大勢のみなさんが準備にかかわりました。子どもたちに餅つ
き体験をしてもらい、綿菓子つくり体験も。みんなで会食して収穫を喜びました。地域ぐるみで
子どもたちに喜んでもらおうと企画したこの行事はずうっと続いているそうです。
地域のわら細工名人は,わら鉄砲を作って、子どもたちにむかしの行事を伝えようと準備して
くださいました。「十日夜のわらでっぽう、夕飯喰ったらぶったたけ！」といって、わら鉄砲を地
面にたたきつけ、もぐらや虫退治を願ったそうです。

西塩沢公民館でみんなで食事会



地域の話題

【12月議会日程】
１２月６日 （木） 10:00 本会議 開会 町長招集挨拶・議案上程・提案説明
１２月７日 （金 ） 10:00 本会議 質疑・委員会付託
１２月１０日 （月） 10:00 一般質問 （１～５番）
１２月１１日 （火） 10:00 一般質問 （６～１０番）
１２月１３日 （木）９:00 社会文教建設常任委員会
１２月１４日（ 金）９:00 総務経済常任委員会 ・・・「米軍基地負担に関する請願」が審議予定。

村田が紹介議員となっています。
１２月１８日 火 午後１時３０分 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

【 一般質問 】
１２月１０日 (月）
１ 今 井 清 ① 農業振興ビジョンの現状と課題について

②少子高齢化で人口減少が進む中、町の未来をどのように描いているか
２ 森澤 文王 ❶､ 地域おこし協力隊について ❷議会と語る会から

３ 田中 三江 ① 高齢者福祉施策の進捗状況について
４ 両角 正芳 ❶人口減少問題を問う
５ 榎本 真弓 ① ウガンダフェスティバルの開催と観光戦略の提案

② 電算システム共同化の今後について

１２月１１日(火）
６ 土屋 春江 ❶ 立科町の自治基本条例制定の考えは ❷ 陣内森林公園整備事業について

❸､ 無電柱化の推進計画その後は（追跡質問）
７ 今井 英昭 ① 福祉政策について ② 町民課所管の追跡質問
８ 村田 桂子 ❶ 水道事業について (軽減制度をつくれ） ❷ 障がい者福祉について

❸公共交通の改善について
９ 森本 信明 ① 太陽光発電施設の設置に伴う行政指導等について

② まち・ひと・しごと創生「総合戦略評価」と「年度実施計画」 についての評価につ
いて
10 村松 浩喜 ❶ 平成 30 年第 3 回定例会の可決議案に付された意見に対する取り組みは

❷文化財の保護、活用についての方針は

福島・北海道からはるばるあ11/28(水） 沖縄・福島をつなぐ尺八演

奏と語り ありがとうございました。

沖縄・福島の実態を全国の人に知ってもらおうと5人一組で回っている「沖縄福島連帯ゆいゆい文工
隊」のみなさんが来町。立科町を皮切りに、浅科・望月・東御の4会場で尺八演奏と語りの会を開きました。
首相官邸総ぐるみ・自民党国会議員が総出で知事選に干渉し、創価学会信者など6000人が選挙支援
に動員されたそうです。しかし、基地建設に反対する全国からのべ1万人近い支援者が沖縄に駆けつけ
選挙戦を戦ったとのことです。 福島では住民が10万人近く戻れず、「原発はふるさとも人間関係も壊して
しまう。原発はなくさないと」「子どもたちの甲状腺ガンの発生があっても東電や国は因果関係を認めない。
東電にその責任を認めさせる思いで裁判をやっています」(赤間さん）。放射線測定器を持ち歩いて線量
を測定し続けている後藤さんは、「以前よりも高くなっている地域もあります」「柏崎刈羽原発から信州は
120㎞です。必ず影響があります。」(後藤さん）佐久平駅のプラットホームの放射線量が0.1マイクロシーベ
ルトもあったとのことで、知らないうちに被爆していることにゾッとしました。

「
翁
長
夫
人
の
言
葉
で
沖

縄
の
人
々
は
心
一
つ
に
頑

張
り
ま
し
た
。
」

寺

本
さ
ん

北
海
道
か
ら

「
原
発
は
地
域
も
人
間
関
係
も

壊
し
ま
す
。
」

赤
間
さ
ん

沖
縄
の
風
、
東
北
の
息
吹
を

伝
え
る
尺
八
の
音
色
、

橘

柳
盟
さ
ん

「
原
発
ゼ
ロ
」
宣
言

を
広
げ
ま
し
ょ

う
。
」

放
射
能
測
定
器
持

参
の
後
藤
さ
ん
ご
夫

妻


	既定のセクション
	スライド 1

	タイトルなしのセクション
	スライド 2


